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調査期間は 201X 年４～５月で、三上に基づき Focus、Hypothesis、Action、Reflection の４フェー
ズ１サイクル分のアクションリサーチを実施した。Action の授業回数は 6 回で、各実践をビデオ
カメラで記録した。
本研究ではインタビュー法を用いて、三上のワークシート記入時に思考した内容を教師に想起
してもらった。インタビューのタイミングは、①授業実践前（Focus と Hypothesis のフェーズに
該当）、②各授業後の休み時間（Action に該当）、③すべての授業実践終了後（Reflection に該当）
とした。インタビューでは「アクションリサーチの各フェーズの遂行時に考えていたことについ
て想起し、説明してください」と伝え、①と③は約 20 分、②は授業ごとに５分～10 分実施した。
2.3 本実践における研究者の位置付け


















のインプット」という仮説に基づき small talk の話題を検討する場面が挙げられる。実践では、






た。例えば、教師 A は、6 回の実践後の振り返りにおいて、実践③や実践⑥を通して small talk
における話題の重要性を再確認しながらも、ペア活動がスムーズに進まなかったことを踏まえて、
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以上の仮説を基にして、教師 A は、多量のインプットとしての small talk と授業目標の明示を
６回の授業で計画し、その効果を検討することにした。なお、small talkは、実践①、実践②、実践③、
実践⑥、授業目標の明示は、実践①と実践⑥で実施している。
仮説①の small talk は、実践②から本格的に導入されている。実践②のインタビューにおいて、
以下のように教師 A は、授業の雰囲気はよかったものの、教師と生徒間の英会話から生徒同士の
ペア活動への切り替えのタイミングが難しく、時間を使いすぎたことを説明している。










・これ例えば sports だけじゃなくて、AKB fan とか Arashi fan とかにした方がもっとオープン
に広げた方がよかった。
実践⑥では、実践⑤の小テストで生徒が I am not～の表現を難しそうにしていた実態と、実践
③の話題に関する反省を活かし、芸能人を話題にして small talk を実施した。インタビューにお
いて、教師 A は、授業開始からクラスの雰囲気が悪いと感じたため、予定していたタイミングよ
り早く small talk を実施し、その結果、雰囲気が良くなったと語っている。
・（授業冒頭の英語での挨拶で）テンションが重たいので、ああこれはもうダメだと思って。こ
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第１問 A、B は短いモノログであるため言語行為での分析が適切あった。第１問 A、B では様々
な言語行為が使用されていることがわかった。７つの問の中で要求、説明、質問、提案、主張、
描写の６種類の言語行為が使用されていた。質問という言語形式でありながら要求（例「Can I 
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1000 語を Level 2、その次に頻繁に使われる 800 語を Level 3 としてそれ以外の単語をレベル外
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